
（様式第４号）

【自己評価及び内部評価の基準】 【外部評価の考え方】

３　協定書、仕様書等の要求水準を 《大変良好》

　　上回っており、優れた点がある。 管理・運営は大変良好で、また優れた

２　要求水準を満たしている。 取組みの成果がある。

１　要求水準を概ね満たしているが、一部 《良　　好》

　　課題がある。 管理・運営は良好である。

０　要求水準を下回っており、改善指導等 《概ね良好》

　　が必要である。 管理・運営は概ね良好であるが、その

一部に課題がある。

《要  改  善》

管理・運営に課題があり、改善が必要

である。

１　施設の維持管理

小計 18 15 15

【内部評価】

定期的な点検や感染症対策に
より、利用者の快適な環境づ
くりを心掛けていた。木工室
や研修室は整理整頓され、貸
出物品についても定期的に点
検しており、利用者の利便性
や安全な環境が整えられてい
た。

第三者委託
第三者への委託に係る取扱いは、協定

書や仕様書等に基づいた適切なもので

ある。
3

環境配慮
省エネやリサイクル等、環境に配

慮した取組みを行っている。
3 3 3

2 2

備品の管理
備品及び附帯設備等が適切に管
理されている。

3 3 3

施設の維持管理
協定書や仕様書等に従い、設備・機器等の保守管

理が適切に行われ、利用者が安全で快適に利用で

きる状態が保たれている。
3 2 2

【自己評価】

協定書・仕様書に従い適切に実施

した。木工機械等を専門業者に依

頼し点検・修繕を行った。老朽化

した浄化槽の曝気ブロワーは交換

し空気清浄機（Airdog）を導入し

ている。照明のLED化・切粉やカ

ンナ屑を鶏舎・牛舎に使ってもら

うなど環境配慮に努めた。

施設の修繕
協定書や仕様書等に従い、指定管理者

で行う修繕が適切に実施されている。
3 2 2

清掃・衛生管理
協定書や仕様書等に従い、清掃・衛生

管理を適切に行い、施設が清潔に保た

れている。
3 3 3

項目 評価視点 配点
自己
評価

内部
評価

施 設 名 秦野市里山ふれあいセンター
指 定 管 理
期 間

令和2年4月1日

令和7年3月31日

履行状況

指定管理施設自己評価・内部評価・外部評価シート

評 価 対 象
年 度

令和４年度 令和4年4月1日 から 令和5年3月31日 まで

まで

指定管理者
秦野市森林組合代表理事組合長
熊沢　嘉孝

施 設 所 管
部 課

環境産業部 森林ふれあい課 森林ふれあい担当

から
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２　施設の運営

３　危機管理対応

４　指標の達成状況・改善の取組み

小計 6 4 4

改善の取組み
本市の点検や評価による指導等につい

て、適切な改善が行われている。
3 2 2

【内部評価】
年度の事業指標に基づき、事業が開催

されている。広報媒体を幅広く活用し

ていくよう協力していく。

指標の達成状況
（指標を設定している場合）指標

の達成状況は適当である。
3 2 2

【自己評価】

目標にしていた集客人数を達成することが

できた。しかし、コロナ前の人数には達し

ておらずPR活動等の改善を検討している。

項目 評価視点 配点
自己
評価

内部
評価

履行状況（内部評価）

小計 6 5 5

事故防止の対応
事故等を防止するために、日頃か

ら積極的に取り組んでいる。
3 2 2

【内部評価】

指導員を常時配置し事故防止に努めている。業務

マニュアルで事故発生時や緊急時の対応を記載

し、情報の共有に努めている。

事故発生時の対応
緊急事態発生時において、遅滞なく適切な

処置を行うことができる体制となってい

る。
3 3 3

【自己評価】
作業場所には指導員を配置し事前打合せ・指導等をおこな

い事故防止に努めた。また、随時安全処置等の打合せをお

こない緊急時に備えている。その他には、避難ルートの図

面や緊急連絡網等を作成し対応している。

項目 評価視点 配点
自己
評価

内部
評価

履行状況（内部評価）

使用の承認並びに利用に

係る料金の収受

協定書や仕様書等に従い、適正に利用

の許可及び利用料金の収受が行われて

いる。
3 3 3

小計 21 19 19

【内部評価】

秦野産材を使った自主事業の開催

や、林業現場の見学体験会を行

い、地域林業の活性化及び森林や

林業に対する市民理解の促進に取

り組んだ。自主事業の回数が前年

度より増え、収入も増加してい

る。利用者からのアンケート結果

からも、サービスが適切であるこ

とが伺える。個人情報についても

適切に管理されているが、取り扱

いについてマニュアルへの記載が

ないため協議していく。

地域との関わり
地域や関係団体と連携し、魅力あ

る施設づくりに取り組んでいる。
3

2 3

自主事業の成果
施設の設置目的に沿った自主事業が実施

されており、またそれは利用者サービス

の向上につながっている。
3 2 2

3 3

市内事業者の
活用等

市内事業者の活用や市民の雇用な

ど地域への貢献がなされている。
3 3 3

個人情報の漏えい
防止

個人情報を適切に管理し、漏えい

等の防止策を講じている。
3 3 2

設置目的等の理解
施設の設置目的や役割、協定書や仕様

書等の内容を従事者全員が理解し、運

営している。
3 3 3

【自己評価】

施設の設置目的である秦野産木
材の積極的な活用に努めた。林
業現場の見学・体験を企画し、
森林・林業の理解を促進した。
また、行政・学校・団体等と連
携し環境学習等も展開した。施
設の委託業者は市内の業者に任
せ、従業員も市内の人間を雇用
している。

サービス提供
施設の設置目的と協定書や事業計画書

等に沿ったサービスの提供を実施して

いる。
3

履行状況（内部評価）項目 評価視点 配点
自己
評価

内部
評価
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５　サービス向上の取組み

６　収支状況

総計（収入－支出） 0 0 0 0 0 0

00

自主事業 840 1163 880支

出

人件費 4100 4295 4200

維持管理経費 3300 3290 3160

その他 20 32 20

計 8260 8780 8260 0

計 8,260 8780 8260 0 0 0

利用料金 380 318 380

収

入

指定管理料 7,325 7325 7325

その他 0 61 0

自主事業 555 1076 555

単位：千円

令和4年度 令和5年度 令和7年度 令和8年度

予算 決算 予算 決算決算 予算 決算 予算 決算 予算

令和6年度

小計 24 23 21

3 2

苦情等への対応
利用者からの苦情や要望等に対して、

必要な改善に取り組んでいる。
3 3 3

【内部評価】

貸出物品の定期的な点検を行い、

整理整頓を心掛けて運営されてい

た。また、運営マニュアルによ

り、安定したサービスが提供され

るよう配慮されていた。自主事業

の回数が前年度より１３件増加

し、年間３５回開催した。利用者

からのアンケート結果からも、

サービスが適切であることが伺え

る。自主事業の広報活動の促進な

ど改善できることもあるため、広

報媒体を幅広く活用していくよう

協力していく。

サービスの質の向
上

利用者の意向等を定期的に確認し、継

続的にサービスの質の向上に取り組ん

でいる。
3 3 3

施設の利用促進
パンフレット作成やホームページの更新な

どを工夫し、施設の利用促進に取り組んで

いる。
3

利用者等に対して不快感を与えな

い適切な接遇が行われている。
3 3 3

アンケート結果
利用者アンケート等の結果は、満

足度の高い評価となっている。
3 3 2

【自己評価】

事業計画書・管理運営マニュアル

等を作成し活用することで、利用

者が施設を使い易く平等な接客を

心がけ、道具や機械の利便性を高

め安全作業ができる環境を整える

ることに努めた。また、アンケー

ト調査から要望が多いイベントの

開催や小さな子供が作業できる等

のサービス向上に努めた。施設の

利用促進についてはパンフレット

の配布、ホームページの更新、施

設外でのPR活動を実施した。

利用しやすい環境
整備

利用者にとって、利用しやすい環

境整備に取り組んでいる。
3

項目 評価視点 配点
自己
評価

内部
評価

履行状況（内部評価）

3 3

業務の標準化
業務マニュアル等を整備し、利用者対

応にばらつきがないよう業務が標準化

されている。
3 3 3

利用者への案内
利用者への案内は、誰にでもわか

りやすいものとなっている。
3 2 2

接遇

年度
項目
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７　令和４年度　自己評価及び内部評価結果

8　全体を通しての所見

9　内部評価に対する外部評価

外部評価 外部評価に係る意見

良好
　施設見学や資料、指定管理者からの説明により、施設が適切な管理運営が行
われていると評価する。
　利用者駐車場が分かりづらいため、表記を明確にして、利用者の利便向上に
努めてほしい。

配点に対する割合 86.4% 84.0%

指定管理者所見 施設所管課所見

概ね協定書・仕様書等の要求水準は満たせた。想
定外の依頼品の製作や計画外の自主事業等をおこ
なったことにより予算との乖離が見られた。

１年間通じて適切に管理、運営がされていた。新型感染症の対策

を継続しながら、自主事業を３５回（同事業を１回とカウント）

行い、前年度の２２回より大幅に新規事業を開催できた。講師数

が限られるため、大人数での教室事業は難しいが広報活動を幅広

く活用し、林業に親しめる環境作りに今後も取組むよう求める。

６　収支状況 6 4 4

合　　計 81 70 68

４　指標の達成状況・改善の取組み 6 4 4

５　サービス向上の取組み 24 23 21

２　施設の運営 21 19 19

３　危機管理対応 6 5 5

項目 配点
自己
評価

内部
評価

１　施設の維持管理 18 15 15

小計 6 4 4

経費の効率化
経費削減に向けた取組みを行い、また

その内容は効果的なものである。
3 2 2

【内部評価】

月別の報告書において領収書の添付及び収

支内訳が漏れなく報告されており、適正に

収入支出がされていることが確認できた。

適正な
予算執行

収支計画書に基づき、予算の範囲内で効

果的・効率的な予算執行が行われてい

る。
3 2 2

【自己評価】
依頼品等の増加により自主事業の収入が増加した。それに

伴い、人件費・電気代・材料代の支出が増加した。照明の

LED化やエアコンの設定温度等節電に努めた。また、産業

廃棄物の切粉やカンナ屑を鶏舎、牛舎にリサイクルするこ

とにより処分代を軽減し経費削減に努めた。

項目 評価視点 配点
自己
評価

内部
評価

履行状況（内部評価）
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